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川崎市自転車等の放嚴防止に間する粂例施行規則の一

郎を改正する規則をここに公布する0

平成16年6月28日

川崎市艮河部孝夫

川崎市規則第S7号

川崎市当転車等の放置防止に閲する粂例施

行規則の一部を改正する規則

川崎市自転車等の放置防止に関する条例施行規則（昭

和ぬ年川崎市規則第77号）の一部を次のように改正する0

別表第i中

「|川崎駅西口自転車奪第2…|崎舌幸区大宮町6番19
   駐車場[ jj

川崎駅西口自転車等第2

駐車場

川崎市幸区大宮町6番19

川崎駅西口自転軍等第3

駐車場

川崎市幸区堀川町72番19

ff・武蔵溝口駅北口自転車等]111崎市高津区溝口
  第1駐車場| 一1丁目4一番1号jj

を

武蔵溝口駅北口自転車等

第1駐車場

川崎市高津区溝P

1丁目4番1号

武蔵播ノロ駅南口駅前自

転車等駐車場

 川崎市高津区溝π

320番2ほか

武蔵溝ノロ駅南口自転車

等第1駐車場

川崎市高津区溝口

2 丁目1番3号

武蔵溝ノロ駅南口自転車

等第2駐車場

川崎市高津K下作延

iSl番4ほか

武援溝ノロ駅南口自転車

等第3駐車場

川崎市高津区溝口

2丁目3番14号ほか

中野島駅転車等第7駐

車場

川崎市多¢区中野島

6 丁目1，164番先

田堤駅内転班等第1駐

鋤

川崎市多摩区菅1丁目

2,885番4ほか

を

稲田逝駅自転車等第1駐]・川崎市多摩区菅1丁B
   轉I 2,885番4ほか||

に改める。

附則

(施行期日）

1この規則は，平成16年7月1日から施行する。

(経過措置）

3この規則の施行の日（以下「施行日」という。）前

に定期利用の利用区分により納付された武蔵溝口駅北

口g転¢等第1駐車場に係る整理に要する費用であっ

て、当該定期利用の期限が施行日以後であるものにつ

いては、武蔵術ノロ駅北口自転卓等第I駐車場に係る

整理に要する贄用として納付されたものとみなす。

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規

則の一部を改]£する規則をここに公布するa

平成16年6月30E

川崎市畏阿部孝夫

川崎市規則第胡号

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する

条例施行規則の一部を改正する規則

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規

則（平戍12年川崎市規則第|.28牙）のー・部を次のように

改正する。

第抑奈中第16号を第17号とし、第15号を第16号とし・

第14号の次に次の1号を加える、

出）使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成14

年法律第87号）

第70粂祖1頂第1号ア(ア}中hikびに第23号及び第24

号」をF,第23号から弟25号まで及び第27号」に、「次

条」を「第71粂」に改め、同号イ中「次条』を「第71条」

に改め，同項第2号中「次条」を[・第71条」に改め，同

条の次に次の1条を加える。

(土壞調査等の結果に係る公表）

染7Q条の2 条例第81粂の2の規定[こより公表する事

項は，次のとおりとする。

⑴前条第1項第1号又は第2号に掲げる調査の結果

により・次条に規定する土壌汚染に閲する基準に適

合しない土壞の存在が明らかになった年月日

f2l前号の調査の対象地の所在地

1.3)第1号の調尭の対家辿の概況

U) 土壌の汚染状態

^5)第1号の調査の箭負人又は請負契約によらないで

自ら当該調査を行った宥の氏名父は名称

(¢)その他市長が必要と認める事項

2条例第81条の2の規定による公表は・前項各号に掲

げる事項を記載した敦面を、III崎市環境局その他市畏

が必要と認める場所に備え置くことにより行うものと

する。

第74条第2項第4号中「、水留の汚濁」の次に「¢水

底の底質の汚染を含むJJを' 定める水貿の汚濁Jの

次に「(水底の底質の汚染を含む。）」を加える。

別表第15中

カドミウム及

びその化合物

検:液1リットルにつ

きカドミウムとして

0,01ミ'Jグラム

乾土1キし!グラムに

つきカドミウムとし

て9ミリグラム

シアン化合物
検液中に検出されな
いこと。

を

カドミウム及

びその化合物

校成1りットルにつ

きカドミウムとして

0.01ミリグラム

上壊1キログラムに

つきカドミウムとし

て150ミリグラム

シ7'ン化合物
検液中に検出されな

いことc

七壌1キログラムに

つき遊雄シアンとし
て50ミリグラム
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に.

鉛及ぴその化

合物

検液IリッJ・ルにつ

き鉛とLて0.01ミリ

グラム

 乾土1キαグラムに

つ§鉛としてSOOミ

リグラム

六価クロム化

含物

検液1リットルにつ

§六価クロムとして

0.05ミリグラム

赴-系及びその
化合物

検液1りットルにつ
き由衷として0.C1ミ
りグラム

乾土]キログラムに

つき赴索として50ミ
'；グラム

水銀及びアル

キル水銀その
他の水組化合
物

検液1リットルにつ

き水報として0.0005

ミリグラム

乾土1キログラムに

つき水銀として3ミ
リグラム

鉛及ぴその化

飾

検液1リットルにつ

き・鉛として0.01ミリ
グラム

土壞Iキログラムに

つき鉛として150ミ

リグラム

 六価クπム化

 合W
検液1リットルにつ
き六価クロムとして

0.05ミリグラム

土壞1キログラムに

つき六価クロムとし

て250ミリグラム

枇來及びその

化合物
検夜L 'Jットルにつ
き¢ft素として0,01ミ
リグラム

 土壞1キαグラムに

つき由聚としで150
5リグラム

水餅及ひ・アル

キル水銀その

他の水銀化合

物

検液い；ットルにつ

§水銀として0.0005
ミリグラム

土®1キログラムに

つ§水狽として15ミ
リグラム

に

セレン及びそ

の化含物

挨液1リットルにつ

きセレンとして0.01

ミ ')グラム

ほう素及びそ

の化合物

検液Iリ・ノトルにつ

きほう索として1ミ
リグラム

ふつ索及びそ

の化合物

検液1リゾトルにつ

きふつ宏として(1』
ミりグラム

ダイオキシン

頚

乾七1グラムにつき

ダイオキシン頚とし
て1・0㈨ピコグラム

を

七レン及びそ

の化合物

検液1ノトルにつ

きセレンとして0,01

ミりグラム

土®1キログラムに

つきセレンとして

150ミリグラム

ほう素及びそ

の化含物

検液1リットルにつ

きほう素としてI<
リグラム

土壞1キログラムに

つきけう來として

4,0130ミリグラム

ふっ素及びそ

の化合物

検液1リットルにつ

きふつ宏として0.8
ミリグラム

土堪1キログラムに

つきふつ素として

4,(]〇〇ミリグラム

ダイオキシン

類

土壌1グラムにつき

ダイオキシン類とし
て1-000ビコグラム

をに改め、備考1を削り、同表備考2中「憫考3Jを

「2Jに改め、同表猫考2を同表備考1とし，同表備考

3を㈣表粘考2とし，同表俯考4第1号中「カドミウム

及びその化合物Jの次に「，シアン化合物」を，「鉛及

びその化合物」の次に「，六価クロム化合物」を.「水

銀化合物Jの次にr.七レン及びその化合物・ほう素及

びその化合物、ふつ素及ぴその化合物」を加え、「市畏

が別に定める方法jをf土壌汚染対策法施行規則（平成

14年環境省令第29号）に基づく 土攘含有量調査に係る測

定方法（平成15年環境省告示第19号)Jに改め・同表備

考4を同表備考3とし、同表備考5を阿表摘考4とする。

附則

(施行期日）

1この規則は、平成16年1Rから施行する。ただ

し、第33条の改正規定は同年7f|1日から、第70条第

1項幣1号ア⑺の改正規定（「並びに第23号及ぴ第24

号」を「，第23号から第2S号まで及び第27号」[こ改め

る部分に限る。）及ぴ弟74条第2項第4号の改]£規定

は公布のBから施行する。

(軽過措嚴）

2改正後の規則別表第15の規定は、この規則の施行の

口以後に行われる調査について適用し、同日前に行わ

れた調査については、なお従前の例による。

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規

則の一部を改正する規則の一部を改IEする規則をここに

公布するC

平成16年6月30日

川埼市畏阿部孝夫

川崎市規則第69号

J11崎市公害妨止等生活環境の保全に関する

条例施行規則の一部を改正する規則の一部

を改正する規則

川崎市公®防止等生活環境の保金に関する条例施行規

則の一部を改正する規則（平成14年川崎市規則第37号）

の--部を次のよう（こ改正する。

附則第2項中（'平成16年6月30E1」を「平成19年6月

30日」に改める。

附則別表中

はう茨及びそ
の化合物

ffi子部品製造策 く海

域以外の公共用水域
に排水を排出するも
のに限る。〉

1りツトルにつ§ほ

う衷として25ミリグ
ラム

寬気めっき業（海域

以外の公共用水域に
俳水を排出するもの
に阪る。）

1り-ノトルにつきほ

う索として70ミリグ

ラム

祖泉を利用する事業
所

1'J 7トルにつきJ3

う漆として500ミり

グラム

を

Uう紫及びそ

の化合物

祇気めっき業（海域
以外の公共用水域に

排水を排出するもの
に限る0)

1リントルにつきi3

う索として50ミリグ
ラム

温泉を利用する事策

所 1リソトルにつきほ

う索として500ミり
グラム

 に、
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